
わたしがお話すること

• ごくごく、かんたんな自己紹介 

• 孤独と、まちがった情報と、私は 

• たたかって、あらがって、それでも前を向いて 

• 誰でもが幸せを感じる社会にするために
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①ごくごく、かんたんな自己紹介
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アバレスギの子、だったので逆子で
生まれました

4



背骨が自由すぎて湾曲が進みました
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そして、手術
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１日１時間だけの授業
プレミアムな特別待遇
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分からないからついて
いけない
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なんとかしようとおもった
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中学、高校、大学、あと
また大学
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なんとかできたこと、なんとも
できなかったこと
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なんともできなかったこと 

孤独だったこと
＝
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なんともできなかったこと 

まちがった情報をとりこんでいた
＝
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わたしのこれまでの人生を
話すこと、それは、
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孤独と間違った情報に
いかに向き合ったか
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そのことを話すこと
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②孤独と、まちがった
情報と、私は
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1970年代、昭和46年ごろ
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障がい者が公的サービスで生
きるには入所施設しか選択肢
がなかった
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施設を作ること、施設に入る
こと、それは、福祉の前進だ
とされていた時代

20



よりいっそう進んでし
まいました
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障害を持って生まれる
のは不幸なことで、
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いっそ生まれないよう
にしよう＝優生保護法
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持って生まれてしまったなら
治療・矯正・克服＝身体障害
者福祉法（1949年～）
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区別と隔離

25



管理と規制

26



区別と隔離と管理と規制
が正しいとされた理由

27



差別をすることが誰にとって
も幸せだという価値観ができ
上がった
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③たたかって、あらがっ
て、それでも前を向いて
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1996年、優生保護法
改正改題
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2001年、世界保健機関
（WHO）は国際生活機能分
類（ICF）を採択
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2014年、日本は国連の
障害者権利条約を批准
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障害者が同等に生きる権利を明
記された＝人権が等しく保障さ
れていないから取り戻すこと
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• 個人の尊厳、自己選択・自己決定の尊重

• 雇用や医療を受ける機会の保障

• 直接差別・間接差別・合理的配慮の欠如を禁止

• 障害を理由とする社会からの隔離、孤立の防止

• 被選挙権等々の社会参加・社会参画の保障

• 障害の遺伝子操作、人体実験からの保護



2016年、障害者差別
解消法が成立
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障害を理由として、正当な理由なく、
サービスの提供を拒否したり制限した
り、条件をつけたりするような行為を
差別と明記
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しかし、一方で、差別をとりのぞく側
に「負担になりすぎない範囲」で合理
的な配慮をしていきましょう、と付け
加えられたが・・・
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ここに大きな仕掛けが
用意されています
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④誰でもが幸せを感じ
る社会にするために
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セパレート 
（分離社会）

エクスクルージョン 
（排除・隔離）

インテグレーション 
（統合社会）

インクルージョン 
（包摂社会）

みなさんが感じている社会のカタチはどれですか？



41

インテグレーション インクルージョン

私たちはどっちに向かいましょう？

or



すべての人にとって良
いカタチがいい！
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障害がある人も、ない人も、
お互いに支えあって助け合っ
て暮らしいやすい社会がいい！
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ソーシャルワーカー（相談支援専門員）は、その
実現のために社会資源の開発改善・施設や病院か
らの地域移行支援・自立支援協議会からの地域づ
くりなどの場で活躍することが望まれています。
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45

社会資源っていっぱいあるけど・・・

行政

相談支援センター ピアなつながり

施設

???

家族



46

障がい者本人を中心にみんなが
繋ぎあって

行政

相談支援センター ピアなつながり

施設

本人

家族
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行政

相談支援センター 当事者団体

事業者

本人

家族

モチベーション上げながら取り
組んでいく



障がい者が自分らしく地域で自立した
生活をしていく＝それを目指す人たち
のすべてが感じられる幸せを見つけて
いく
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ときに勉強しあって、励ましあって、支
えあって、悩みを分かちあって、みんな
が幸せになれるようにあきらめないよ
うにしていきたい
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合理的＝理にかなっている・道理に通った・
筋道が立っている・正当な・公平な・適当な・
ほどよい・相応な・法外ではない 
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「負担になりすぎない範囲」を
超えていくこと 

配慮＝順応、適合・調整、和解、調停・個人
集団間で相互の適合関係を深めていく過程・
便宜・親切 



誰もが幸せを感じる社会
＝合理的配慮のある社会
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自立生活センターアークスペクトラム代表
自立生活センター協議会（JIL）介助サービス委員会　委員長

岡田健司

連絡先：075-874-7356（fax兼）
office-mail:okada.arcsp@gmail.com
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